
                                                            

      

●
来
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て 

 

大
阪
府
は
「
平
成
２
１
年
度
当
初
予
算
編
成
要

領
」
を
示
し
、
そ
の
冒
頭
「
財
政
再
建
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
案
）
の
取
組
を
着
実
に
す
す
め
る
」
と
明
記

し
、
世
界
的
金
融
危
機
に
も
ふ
れ
、「
厳
し
さ
を
増

す
財
政
環
境
に
適
切
に
対
応
」
と
、
投
機
に
失
敗

し
た
大
資
本
の
つ
け
を
府
民
に
強
い
る
事
を
強
調

し
て
い
ま
す
。 

 
ま
た
、
「
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
委
ね
」

「
住
民
に
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
は
で
き
る
だ
け
身
近

な
市
町
村
で
の
原
則
を
徹
底
」
な
ど
と
明
記
し
、

橋
下
知
事
と
財
界
が
構
想
す
る
「
関
西
州
」
を
色

濃
く
打
ち
だ
し
た
予
算
編
制
方
針
と
な
っ
て
い
ま

す
。 歳

出
に
関
す
る
事
項
で
は
、
人
件
費
に
つ
い
て

「
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
の
取
組
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、

よ
り
一
層
適
切
な
定
数
管
理
の
推
進
や
給
与
の
適

正
化
な
ど
に
努
め
、
そ
の
抑
制
を
図
る
こ
と
」
と

明
記
し
て
い
ま
す
。
府
職
員
の
長
時
間
過
密
労
働
、

健
康
破
壊
の
問
題
等
を
放
置
し
、
そ
の
一
方
で
さ

ら
な
る
犠
牲
を
府
職
員
に
求
め
る
事
は
、
府
職
員

の
生
活
そ
の
も
の
を
破
壊
し
、
大
阪
の
公
教
育
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
破
壊
に
つ
な
が
る
も
の
と
厳
し

く
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

●
障
害
児
教
育
関
係
の
予
算
要
求
の
特
徴 

 

今
年
度
、
財
政
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
案
）
に
と

も
な
い
、
障
害
児
教
育
関
係
予
算
は
、
約
５
億
７

千
万
円
削
減
さ
れ
ま
し
た
。
全
体
的
な
予
算
削
減

の
流
れ
の
中
で
、
府
教
委
が
す
す
め
る
施
策
に
合

致
す
る
小
学
校
、
中
学
校
、
自
立
支
援
推
進
校
へ

の
障
害
児
受
け
入
れ
の
た
め
の
条
件
整
備
予
算
、

「
地
域
支
援
」
に
関
す
る
非
常
勤
講
師
配
置
予
算

の
増
額
要
求
が
目
立
ち
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、「
教

職
員
旅
費
」「
学
校
管
理
費
」
「
教
材
費
」
な
ど
は

削
減
額
の
復
活
を
求
め
ず
、
据
え
置
い
た
ま
ま
の

要
求
で
あ
り
、
子
ど
も
や
教
職
員
、
父
母
の
願
い

に
応
え
て
い
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
予
算
要
求
に
お
け
る
最
大
の
特
徴
は
、

「
支
援
学
校
」
の
新
校
整
備
費
が
も
り
こ
ま
れ
た

こ
と
で
す
。 

●
新
校
「
新
設
」
に
関
す
る
予
算
要
求
の
概
要 

「
府
立
知
的
障
が
い
支
援
学
校
新
校
整
備
費
」

と
し
て
、
予
算
要
求
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
目
的
に
は
、「
府
立
知
的
障
が
い
支
援
学
校
の

今
後
の
児
童
生
徒
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
に

新
校
を
整
備
す
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

内
容
と
し
て
、「
府
域
全
体
に
お
け
る
知
的
障
が

い
の
あ
る
児
童
生
徒
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

新
校
の
整
備
を
行
う
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

２
０
０
９
年
度
に
「
新
校
の
基
本
計
画
の
策
定

を
行
う
」
と
し
、「
府
立
知
的
障
が
い
支
援
学
校
新

校
整
備
費
」
の
基
本
計
画
策
定
費
と
し
て
、
３
２
，

７
６
６
千
円
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
別
に

は
、
①
「
豊
能
・
三
島
地
域
」
が
１
９
，
６
４
１ 

       

千
円
、
②
「
北
河
内
地
域
」
が
６
，
４
３
６
千
円
、

③
「
泉
北
・
泉
南
地
域
」
が
６
，
６
８
９
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

●
「
養
護
学
校
建
設
」
を
ね
が
う
関
係
者
の 

粘
り
強
い
運
動
の
成
果 

 

予
算
要
求
と
は
い
え
、
「
支
援
学
校
新
校
整
備

費
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
私

た
ち
の
運
動
の
大
き
な
成
果
で
す
。
６
〜
７
年
前

に
は
、「
特
別
教
室
の
普
通
教
室
へ
の
転
用
で
、
教

育
的
な
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
」
と
強
弁
し
て
き

た
府
教
委
で
す
が
、
こ
の
間
の
府
内
の
「
支
援
学

校
」
に
お
け
る
「
過
大
・
過
密
」
の
実
態
や
、
私

た
ち
の
運
動
に
押
さ
れ
る
形
で
、「
過
大
・
過
密
」

の
対
応
方
策
に
つ
い
て
「
学
校
建
設
も
排
除
し
な

い
」
と
答
弁
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
府
議
会
に
お
い
て
、
太
田
前
知
事
の
「
教
育

委
員
会
の
ほ
う
で
、
そ
の
よ
う
な
（
学
校
建
設
が

必
要
と
い
う
）
結
果
が
で
れ
ば
、
尊
重
し
た
い
」

と
の
回
答
を
引
き
出
す
と
こ
ろ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た

の
で
す
。 

ま
さ
に
、「
養
護
学
校
建
設
」
を
ね
が
う
関
係
者

の
粘
り
強
い
運
動
が
、
行
政
の
重
い
扉
を
こ
じ
開

け
つ
つ
あ
る
と
言
え
ま
す
。 

●
不
十
分
な
「
支
援
学
校
新
校
整
備
費
」
予
算 

予
算
要
求
は
３
地
域
で
す
。
こ
れ
は
、
私
た
ち

の
要
求
や
府
内
各
地
の
「
支
援
学
校
」
の
過
大
・

過
密
の
実
態
お
よ
び
、
府
教
委
の
「
児
童
生
徒
数

将
来
推
計
」
か
ら
み
て
も
、
き
わ
め
て
不
十
分
で

す
。
ま
た
、「
新
校
」
の
内
容
が
不
明
で
あ
り
、
そ

れ
に
「
た
ま
が
わ
タ
イ
プ
」
の
学
校
が
含
ま
れ
て

い
る
と
す
れ
ば
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
府
教
委
は
、「
た
ま
が
わ
高
等
支
援
学
校
は
、

過
大
・
過
密
の
直
接
的
な
解
消
に
は
な
ら
な
い
」

と
明
言
し
て
き
ま
し
た
。
も
し
、「
た
ま
が
わ
タ
イ

プ
」
の
学
校
が
、
こ
の
３
地
域
に
含
ま
れ
て
い
る

と
す
れ
ば
、
予
算
要
求
の
趣
旨
か
ら
逸
脱
す
る
も

の
で
あ
り
重
大
な
問
題
で
す
。
府
障
教
は
、
そ
の

点
に
つ
い
て
府
教
委
に
説
明
を
求
め
て
い
ま
す
。 

●
今
後
に
向
け
て 

財
政
の
一
層
の
厳
し
さ
を
強
調
す
る
「
平
成
２

１
年
度
当
初
予
算
編
成
要
領
」
の
も
と
、
予
算
要

求
項
目
は
厳
し
い
「
査
定
」
を
う
け
ま
す
。
私
た

ち
に
は
、
今
回
の
予
算
要
求
を
現
実
の
も
の
に
す

る
運
動
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。 

当
面
、
府
障
教
は
１
２
月
９
日
の
ヒ
ュ
ー
マ

ン
・
ウ
エ
ー
ブ
お
よ
び
直
接
請
願
行
動
の
成
功
に

全
力
を
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
大
阪
の
障
害
児
教
育

を
よ
く
す
る
会
な
ど
と
共
同
し
、
教
育
全
国
署
名

の
推
進
、
府
民
宣
伝
な
ど
を
通
じ
て
、
さ
ら
な
る

世
論
構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
年
末
の
対
府
交
渉

（
本
部
交
渉
）
に
お
い
て
、
私
た
ち
が
願
う
養
護

学
校
建
設
を
強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。 
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大
阪
府
は
今
年
度
よ
り
、
予
算
審
議
を
公
表
す
る
方
針
に
も
と
づ
き
、
１
１
月
１
７
日
、
予
算
編
成
過

程
を
大
阪
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。
現
在
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
情
報
は
来
年
度
の
予
算
要
求
額

で
す
。
今
後
、
こ
の
要
求
額
を
基
本
に
、
財
政
課
長
査
定
、
総
務
部
長
復
活
要
求
・
内
示
、
知
事
復
活
要
求
、

知
事
査
定
と
す
す
み
、
来
年
２
月
中
旬
に
予
算
案
が
公
表
さ
れ
ま
す
。
障
害
児
教
育
関
係
予
算
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
各
項
目
の
予
算
要
求
額
は
、
裏
面
を
参
照
し
て
下
さ
い
。 

 


